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剰余金の配当に関するお知らせ 

 
 当社は、2008 年４月 21 日開催の取締役会において、下記のとおり 2008 年２月 20 日を基準日とする

剰余金の配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせします。 

記 

１．配当の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

（200７年10月４日公表）

前期実績 

（2007 年２月期） 

基 準 日 2008 年２月 20 日 同左 2007 年２月 20 日 

１ 株 当 た り 

配 当 金 
25 円 25 円 

25 円 
普通配当 20 円 
記念配当  ５円 

配当金の総額 3,920 百万円 ― 3,922 百万円 

効力発生日 2008 年４月 28 日 ― 2007 年５月 16 日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

（注） 当社は、2007年５月 15日開催の第26期定時株主総会において、剰余金の配当を取締役会決

議で行える旨の定款変更をしております。 

 

２．理由 

  当社は、株主の皆さまに対する利益還元を経営の重要施策と位置付け、株主の皆さまへの適正な 

利益配分を実施するとともに、事業拡大や生産性向上を実現するための内部留保資金の確保を行い、

企業競争力を高めることを基本方針としております。 

以上の方針に基づき、2008 年２月期の期末配当につきましては、株主の皆さまのご支援にお応えする

ため、前期の記念配当５円を普通配当とした１株当たり 25 円といたしました。なお、当中間期の配当は  

１株当たり 15 円を実施いたしましたので、年間配当金は１株当たり 40 円となります。 

（参考）年間配当金の内訳 

 １株当たり配当金 

基 準 日 中間期末 期末 年間 

当 期 実 績 15 円 25 円 40 円 

前期実績（2007 年２月期） 15 円    25 円（注） 40 円 

（注）2007 年２月期期末配当金の内訳 普通配当 20 円 記念配当５円 

 

以 上 
 

 



 

【ご参考】 

 これまでの配当と株式分割の状況（1994 年 12 月の株式公開以降） 

 

１．配当の実施状況 

 中間配当金 期末配当金 年間配当金 

1995 年２月期  15 円 15 円 

1996 年２月期 10 円 15 円 25 円 

1997 年２月期 10 円 20 円 30 円 

1998 年２月期 15 円 15 円 30 円 

1999 年２月期 20 円 15 円 35 円 

2000 年２月期 20 円 15 円 35 円 

2001 年２月期 15 円 25 円 40 円 

2002 年２月期 20 円 30 円 50 円 

2003 年２月期 25 円 30 円 55 円 

2004 年２月期 25 円 35 円 60 円 

2005 年２月期 30 円 40 円 70 円 

2006 年２月期 35 円 55 円 90 円 

2007 年２月期 15 円 
25 円 

(普通配当20円、記念配当5円)

40 円 

(普通配当35円、記念配当5円)

2008 年２月期 15 円 25 円 40 円 

 

 

２．株式分割（無償交付）の実施状況 

 割当日 分割比率 

1996 年２月期 1995 年４月 10 日 １株につき 1.1 株 

1997 年２月期 1996 年４月 10 日 １株につき 1.1 株 

1997 年４月 10 日 １株につき 1.2 株 
1998 年２月期 

1998 年２月 17 日 １株につき 1.2 株 

1999 年４月 ８日 １株につき 1.1 株 
2000 年２月期 

2000 年２月 10 日 １株につき 2.0 株 

2004 年２月期 2003 年４月 10 日 １株につき 1.1 株 

2007 年２月期 2006 年２月 21 日 １株につき 3.0 株 

 

 


